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日
本
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協

会
は
７
月
26
日
、

第
68
回
教
育
講
習

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
た
。
講
師
に
第
一
生
命

契
約
医
務
部
担
当
医
長
の

湯
脇
恵
一
氏
を
迎
え
、

「
呼
吸
器
疾
患
の
最
新
知

見
と
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
解
説

し
た
。
講
習
会
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
１
４
３
人
、
ア
ー

カ
イ
ブ
で
は
68
人
が
視
聴

し
た
。

　
湯
脇
氏
は
、
呼
吸
器
疾

患
の
中
で
も
生
命
保
険
の

加
入
時
に
告
知
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
気
管
支
喘
息
と

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
、
併
せ
て
個
別

化
医
療
が
進
ん
で
い
る
肺

が
ん
に
つ
い
て
講
演
し

た
。

　
同
氏
は
気
管
支
喘
息
の

定
義
や
概
念
、
現
状
、
呼

吸
機
能
の
影
響
に
つ
い
て

説
明
し
た
上
で
、
特
に
小

児
期
喘
息
と
成
人
期
喘
息

の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、

小
児
期
喘
息
の
多
く
は
成

人
し
て
も
症
状
が
持
続

し
、
寛
解
す
る
の
が
難
し

い
疾
患
だ
と
の
見
解
を
示

し
た
。
さ
ら
に
、
罹
患
期

間
が
長
く
な
る
こ
と
は
呼

吸
機
能
に
と
っ
て
好
ま
し

く
な
く
、
将
来
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
で
の
入
院
や
薬
物
療
法

の
リ
ス
ク
が

上
が
る
と
解

説
し
た
。

　
次
に
、
肺

が
ん
に
つ
い

て
は
近
年
開

発
が
進
む
分

子
標
的
薬
と

免
疫
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
薬
に
つ

い
て
説
明
し

た
。

　
肺
が
ん

は
、
診
断
時

点
で
進
行
し
て
い
る
こ
と

も
多
く
予
後
不
良
の
疾
患

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

「
一
部
の
肺
が
ん
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
薬
剤
使

用
に
よ
り
生
存
期
間
の
延

長
が
期
待
で
き
る
」
と
の

見
方
を
示
し
た
。
治
療
選

択
肢
が
限
ら
れ
る
悪
性
腫

瘍
に
も
新
た
な
治
療
薬
の

導
入
が
進
む
な
ど
、
医
療

行
為
の
進
歩
は
生
命
保
険

の
必
要
性
の
進
展
に
も
つ

な
が
る
こ
と
を
示
す
内
容

と
な
っ
た
。
最
後
に
質
疑

応
答
も
活
発
に
行
わ
れ

た
。

　（
文
責
：
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
生
命
　
服
部
百
合
）
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呼吸器疾患の最新知見を解説した


